
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

暮らしのお手伝い あなたの安心をサポートします 
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 １１月２２日（水）、十和田市 市民交流プラザにおいて、上十三地域市町村社会福祉協

議会連絡会を組織する上十三地域の９市町村社会福祉協議会が、災害時相互応援協定を締

結しました。これは、管内で大規模な災害が発生し、被災した市町村の社会福祉協議会が

独自の災害救援活動を充分に実施できない場合に、社協相互の応援を円滑に行うために締

結したものです。 

 

  本誌についてのお問い合わせは、お気軽にどうぞ 

 
■新年ご挨拶・表彰・社協会費・共同募金…２ 

■社会福祉大会・福祉作品コンクール結果…３ 

■ほ の ぼ の ネ ッ ト ワ ー ク 活 動…４ 

■地 域 福 祉 活 動 報 告…５ 

■寄 附 ・ 職 員 募 集 ・ 自 立 相 談 窓 口…６ 

も 

く 

じ 

七戸町社協    検索 「七戸町社協」で検索してね!! 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新

年

の

ご

あ

い

さ

つ 

 

社

会

福

祉

に

功

績

の

あ

っ

た

皆

様

が

表

彰

さ

れ

ま

し

た 

更 な る ご 活 躍 を ご 期 待 申 し 上 げ ま す 

平
成

29
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者 

 
 

 
 

厚 

生 

労 

働 

大 

臣 

表 

彰 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
平
成

29
年

11
月

22
日
】 

  
 

七
戸
町
立
天
間
東
小
学
校 

第

67
回
上
北
郡
社
会
福
祉
大
会
表
彰 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
平
成

29
年

11
月

2
日
】 

 

■ 

表
彰
の
部 

【
民
生
委
員
児
童
委
員
】 

  
 

簗 

田 

チ
ヨ
エ 

 

【
民
間
社
会
福
祉
施
設
職
員
】 

  
 

本 

間 
 

 

薫 
 

岡 

田 
 

 

恵 
 

 

倉 

岡 

圭 

子 
 

松 

尾 

秀 

子 
 

 

菩
提
寺 

誠 

子 
 

中 

村 

由
美
子 

 
 

金 

見 

千
賀
子 

 

【
社
会
福
祉
団
体
役
員
】 

  
 

新 

舘 

な
み
ゑ 

 
 

 

【
社
会
福
祉
協
助
者
】 

  
 

佐
々
木 

由
紀
子 

 

平
成

29
年
度
青
森
県
共
同
募
金
会
共
同
募
金
運
動 

 
 

 
 

 

70
周
年
記
念
特
別
感
謝 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
平
成

29
年

11
月

29
日
】 

 

【
奉
仕
功
労
の
部
】 

  
 

小 

島 

義 

三 
  

【
多
額
寄
付
の
部
】 

  
 

社
会
福
祉
法
人 

至
誠
会 

 
 

障
が
い
者
支
援
施
設 

一
誠
園 

   

第

10
回
七
戸
町
社
会
福
祉
大
会
表
彰 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
平
成

29
年

10
月

19
日
】 

■ 

表
彰
の
部 

【
民
生
委
員
児
童
委
員
】 

  
 

簗 

田 

チ
ヨ
エ 

 

【
民
間
社
会
福
祉
施
設
職
員
】 

  
 

岡 

田 
 

 

恵 
 

【
社
会
福
祉
団
体
役
員
等
】 

  
 

石 

田 

和 

代 
 

白 

木 

清 

美 
 

 

石 

田 

い
く
よ 

 

古
屋
敷 

シ 

マ 
 

【
社
会
福
祉
協
助
者
】 

  
 

土 

井 

俊 

一 
 

二
ッ
森
分
館 

 
 

野
左
掛
町
内
会 

 
 

 

■ 

感
謝
の
部 

 

【
社
会
福
祉
協
助
者
】 

  
  

日
本
基
督
教
団
七
戸
教
会 

 
 

 

天
間
林
舞
踊
愛
好
会 

 
 

 

て
ん
ま
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会 

 
 

 

け
ん
し
ん
よ
う
柏
葉
会 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
、
本
会
事
業

の
推
進
に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
ご
承
知
の
よ
う
に
近
年
、
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
め
ま

ぐ
る
し
く
変
化
し
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
増
加
や
認
知
症
対
策
、

老
々
介
護
等
に
よ
る
生
活
困
窮
、
社
会
的
孤
立
化
、
少
子
高
齢
化
の

急
速
な
進
展
や
核
家
族
化
に
伴
う
家
庭
・
家
族
の
介
護
力
の
低
下
な

ど
、
様
々
な
要
因
に
よ
り
こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉
の
在
り
方
が
問
わ

れ
る
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
こ
と
へ
の
対
応
に
あ
た
っ
て
は
、
公
的
な
制
度
に
基
づ

く
サ
ー
ビ
ス
・
支
援
だ
け
で
は
な
く
、
普
段
か
ら
地
域
の
人
た
ち
と

顔
見
知
り
の
関
係
に
な
り
、
互
い
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
な
ど
、

地
域
社
会
に
お
け
る
支
え
合
い
の
大
切
さ
を
再
度
見
つ
め
直
さ
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
地
域
住
民
の
皆
様
と
手
を
取
り

合
い
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
各
関
係
団
体
等
と
連

携
し
て
、
更
な
る
努
力
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

本
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
も
支
援
を
要
す
る
方
の
早
期
の

把
握
や
、
支
え
あ
い
活
動
の
充
実
を
図
り
、
更
な
る
地
域
基
盤
の
強

化
に
よ
る
、「
誰
も
が
そ
の
人
ら
し
く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
住
民
主
体
に
よ
る
地
域
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
皆
様
と
共
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
す
。 

 

結
び
に
、
本
年
も
明
る
い
地
域
社
会
実
現
の
た
め
、
一
層
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
年
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

社
会
福
祉
法
人 

 

七
戸
町
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 

会
長 

濵 

中 

幾
治
郎 

【敬称略】 
 

平成 30年 1月 1日(2) 第 27号 社 協 だ よ り 

平
成

29
年
度
青
森
県
ふ
れ
あ
い
活
動
功
労
者
知
事
表
彰 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

【
平
成

29
年

12
月

25
日
】 

■ 

表
彰
の
部 

【
グ
ル
ー
プ
・
団
体
等
】 

  
 

消
防
職
員
天
間
林
出
身
者
の
会 

 

平
成

29
年
度
社
会
福
祉
功
労
者 

 
 

 
 

厚 

生 

労 

働 

大 

臣 

表 

彰 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
平
成

29
年

11
月

22
日
】 

  
 

小 

島 

義 

三 

 

地域福祉へ役立てます 社

会

福

祉

協

議

会

会

費

・

赤

い

羽

根

共

同

募

金 
 

各
町
内
会
・
常
会
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
７
月
に

社
協
会
員
毎
戸
加
入
運
動
、
10

月
に
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
も
皆
様
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
社

協
会
費
・
共
同
募
金
は
、
福
祉
活
動
推
進
の
た
め
、
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

平成 29 年 11 月 30 日 現在 
 

社 会 福 祉 協 議 会 会 費 

 納入件数 納 入 額 

合  計 4,185件 4,176,900円 
   

赤 い 羽 根 共 同 募 金 

区  分 募金件数 募 金 額 

合  計 4,306件 2,920,837円 

内 
 

訳 

毎戸募金 4,211件 2,498,650円 

法人募金 48件 297,000円 

職域募金 34件 99,313円 

学校募金 2件 7,191円 

店頭等募金 11件 18,683円 

 



社 協 だ よ り 

 

                                          

佳 
 

作 

優 

秀 

賞 

最
優
秀
賞 

■ 

一

般

の

部 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
応
募
数 

 

作
品
】 

佳 
 

作 

優 

秀 

賞 

最
優
秀
賞 

■ 

中
学
生
の
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
応
募
数 

 

作
品
】 

佳 
 

作 

優 

秀 

賞 

最
優
秀
賞 

■ 

小
学
生
の
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
応
募
数 

 

作
品
】 

あ
り
が
と
う 

そ
の
一
言
が 

栄
養
剤 

お
は
よ
う
の 

そ
の
一
言
で 

笑
顔
咲
く 

の
ん
び
り
と 

あ
な
た
と
歩
む 

散
歩
道 

両
親
の 

苦
労
で
生
き
る 

あ
り
が
た
み 

あ
り
が
と
う 

日
頃
の
感
謝 

伝
え
よ
う 

“た
だ
い
ま
“と 

帰
れ
ば
香
る 

祖
母
の
味 

支
え
て
る 

地
域
の
人
の 

思
い
や
り 

吹
く
風
が 

部
活
疲
れ
を 

ふ
き
と
ば
す 

あ
り
が
と
う 

そ
の
一
言
が 

あ
た
た
か
い 

思
い
や
り 

笑
顔
の
花
の 

種
に
な
る 

テ
ー
ブ
ル
を 

家
族
み
ん
な
で 

囲
む
夜 

あ
い
さ
つ
は 

ま
ほ
う
の
言
葉 

元
気
で
る 

お

手

伝

い 

コ

ツ

コ

ツ

貯

金 

ぼ

く

笑

顔 

ぼ
く
の
願
い 

長
生
き
し
て
ね 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。 

あ

り

が

と

う 

そ

の

一

言

で 

笑

顔

さ

く 

お
こ
ら
れ
る 

あ
い
さ
れ
て
い
る 

し
ょ
う
こ
だ
よ 

ぼ
く
来
た
よ 

祖
父
母
の
笑
顔 

や
さ
し
い
な 

お
も
い
や
り 

み
ん
な
の
笑
顔 

つ
な
ぐ
橋 

橘 
 

 

百 

代 

畑 

山 

満 

有 

北 

村 

素
乃
佳 

大 

坂 
 

 

駿 

小
笠
原 

瑠 

那 

芋 

田 

三 

季 

田 

頭 

佑 

修 

石 

川 

愛 

美 

手
代
森 

秀 

真 

塚 

尾 

泉 

希 

川 

村 
 

 

諒 

中 

岫 
 

 

愛 

田 

島 

生 

導 

工 

藤 

海 

音 

竹 

内 

心 

紋 

小 

林 

拓 

仁 

新 

山 

瑛 

大 

田 

中 

杏 

怜 

七
戸
高
２
年 

七
戸
高
２
年 

七
戸
高
２
年 

七
戸
高
２
年 

七
戸
高
１
年 

七
戸
高
１
年 

 

天
間
林
中

１
年 

七
戸
中
２
年 

天
間
林
中

２
年 

天
間
林
中

１
年 

天
間
林
中

３
年 

天
間
林
中

３
年 

 

城
南
小
６
年 

城
南
小
５
年 

七
戸
小
５
年 

七
戸
小
４
年 

天
間
東
小

６
年 

七
戸
小
５
年 

 

平成 29年度 福祉作品コンクール 入賞作品 

平成 30年 1 月 1日 

～ た く さ ん の ご 応 募 あ り が と う ご ざ い ま し た ～ 
 福祉への関心を高めるため、児童生徒及び一般を対象に、今年度は、「しあわせ」をテーマに、川柳、写真を募集したところ、多数の応募

があり、審査の結果、次のとおり入賞作品を決定いたしました。入賞作品は、広報や各種事業に活用させていただきます。 

◆ ◆ ◆ 川 柳 部 門 ◆ ◆ ◆ ◆◆◆ 写 真 部 門 ◆◆◆ 

(3)第 27号 

【応募数 14 作品】 

◆◆◆ 審査委員 ◆◆◆ 
 石 田 正 雄(しちのへ小絵馬川柳吟社)[川 柳] 

 山 本 フ ミ(しちのへ小絵馬川柳吟社)[川 柳] 

 倉 岡 京 子(しちのへ小絵馬川柳吟社)[川 柳] 

 附 田 日出行(フォトしちのへ)[写 真] 

 金 見 真 樹(フォトしちのへ)[写 真] 

 藤 原 照 雄(本 会 副 会 長)[川柳･写真] 

 川 村 リチヱ(本 会 副 会 長)[ 川柳･写真] 

 

 

こ
の
大
会
は
、
町
の
社
会
福
祉

の
現
状
に
つ
い
て
学
び
、
地
域
福

祉
の
推
進
に
功
績
の
あ
っ
た

方
々
を
顕
彰
し
、
住
み
よ
い
町
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
も

の
で
す
。
今
年
も
、
去
る
10

月

19

日(

木)

午
後
1

時
30

分

か
ら
、
七
戸
町
柏
葉
館
で
ご
来
賓

並
び
に
町
内
会
・
分
館
・
常
会
関

係
者
、
民
生
委
員
、
一
般
参
加
者

多
数
ご
出
席
の
も
と
、
社
会
福
祉

に
功
績
の
あ
っ
た
七
戸
町
社
会

福
祉
大
会
表
彰
7

名
・
6

団

体
の
方
並
び
に
、
平
成
29

年
度

福
祉
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の
各
部

門
最
優
秀
賞

4

名
の
表
彰
を

行
い
ま
し
た
。 

第
１０
回
七
戸
町
社
会
福
祉
大
会
開
催 

  

式
典
後
、
七
戸
町
出
身
で
公

立
大
学
法
人
青
森
県
立
保
健
大

学 

学
長 

上
泉
和
子 
氏
に
よ

る
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
講
演

で
は
、「
健
や
か
に
生
き
る
」
と

題
し
て
、
上
泉
氏
自
身
が
恩
師

か
ら
学
ん
だ
「
人
と
繋
が
り
分

か
ち
合
う
こ
と
の
大
切
さ
」
や

「
生
き
る
よ
ろ
こ
び
」
に
つ
い

て
の
お
話
し
を
い
た
だ
き
、
最

後
に
は
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
な
う

な
ど
、
充
実
し
た
内
容
で
し
た
。

会
場
か
ら
は
、
相
づ
ち
を
打
つ

様
子
も
見
ら
れ
、
出
席
く
だ
さ

っ
た
方
々
か
ら
は
「
七
戸
町
出

身
と
い
う
こ
と
で
親
近
感
も
あ

り
、
聞
き
や
す
か
っ
た
。」、「
貴

重
な
話
し
を
聞
け
て
良
か
っ

た
。
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。 

社会福祉に功績のあった方を表彰いたしました 

七戸町出身の講師（上泉和子氏） 

【敬称略】 

「初めてのヤシの実ジュース」 

城南小 4 年 阿部 悠大 

「弟とお母さん」 
七戸小 4 年 田中 楓太 

最優秀賞 

優 秀 賞 

「おいしいね。」 
城南小 6 年 工藤 琉奈 

176 

 

152 

7 

195 

 

佳  作 

「こんにちは」一般 臼田 裕 「タロ大好き」城南小 6 年 西野 空来 「青春謳歌」七戸高 2 年 中村 洋貴 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
+ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平成 30年 1月 1日(4) 第 27号 社 協 だ よ り 
 

七
戸
町
の
冬
に
、
雪
は
切
り
離

せ
な
い
も
の
で
、
除
雪
作
業
は
、

大
変
な
労
力
を
要
し
ま
す
。
そ
う

し
た
中
、
日
常
生
活
に
援
助
を
要

す
る
方
々
は
、
そ
の
対
応
に
非
常

に
苦
慮
さ
れ
て
お
り
、
毎
シ
ー
ズ

ン
多
く
の
方
か
ら
、
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
基
本
的
に

は
、
ご
家
族
・
ご
親
戚
等
で
の
除

雪
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、

業
者
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
対
応
が
難
し
い

場
合
、
ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
動
を
実
施
し
て
い
る
町
内

会
・
分
館
の
、
見
守
り
活
動
の
中

で
、
除
雪
の
対
応
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。
雪
の
多
い
地
域
で

は
、
除
雪
機
・
ト
ラ
ク
タ
ー
を
使

用
し
た
活
動
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。 

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
で
の
支
え
あ
い 

「
ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
」 

地
域
ぐ
る
み
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動 

ほ の の ぼ 交 流 会 活 動 

 

私
た
ち
が
生
活
す
る
地
域
で
は
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を
始
め
と
し

て
、
様
々
な
方
々
が
暮
ら
し
て
い
ま

す
。「
ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

動
」
と
は
、
地
域
に
住
む
方
々
同
士

の
支
え
合
い
の
取
り
組
み
で
、
町
内

会
・
分
館
か
ら
ご
推
薦
い
た
だ
い
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ほ
の
ぼ
の
連
絡

員
」、「
ほ
の
ぼ
の
交
流
協
力
員
」
の
、

ち
ょ
っ
と
し
た
気
配
り
に
よ
る
日

常
的
な
見
守
り
活
動
で
す
。 

 

近
く
に
住
む
方
々
を
気
に
か
け

て
も
ら
い
、「
最
近
見
か
け
な
い
な

あ
？
」、「
様
子
が
変
だ
け
ど
大
丈
夫

か
な
あ
？
」
な
ど
の
変
化
を
感
じ
た

場
合
、
援
助
を
要
す
る
方
々
に
一
番

身
近
な
皆
様
に
よ
る
問
題
を
早
期

発
見
し
解
決
に
努
め
ま
す
。 

 

最
近
は
、
問
題
も
多
様
化
し
、
地

域
の
皆
様
と
専
門
機
関
な
ど
の
関

係
者
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
域
住
民
、
関

係
機
関
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
「
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
」
を
目
指
し
、
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

健康づくりに体操を行っています 

支え合いの除雪を行います 

※ 屋根の雪下ろしは、行いません。 

 

ほ の の ぼ 除 雪 活 動 

こんなことがあったら、社会福祉協議会へ情報提供お願いします!! 

地域での関係づくりや見守り・支援活動の充実のため、交流会活動・除雪活動を助成しています 

 

地
域
で
の
見
守
り
・
支
え
あ
い

活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
の

き
っ
か
け
作
り
と
し
て
、
要
援
護

者
と
の
交
流
会
活
動
を
実
施
し
て

い
る
町
内
会
・
分
館
が
あ
り
ま
す
。

 

 

交
流
会
で
は
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
や

体
操
、
昔
遊
び
、
創
作
活
動
、
会

食
等
を
通
し
交
流
を
行
い
ま
す
。

中
に
は
、
近
場
へ
旅
行
に
行
っ
た

り
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
と
の
繋

が
り
を
意
識
し
た
進
ん
だ
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
顔
見
知
り
に
な
る

こ
と
、
皆
で
一
緒
に
楽
し
む
こ
と

で
支
援
の
輪
が
広
が
り
、
お
互
い

に
声
を
掛
け
易
く
な
り
ま
す
。
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
楽
し
ん

で
い
る
よ
う
で
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、

地
域
で
の
関
係
づ
く
り
に
影
響
し

て
い
る
よ
う
で
す
。 

0176-62-6790 お問合せ先 へ お気軽にお問合せください 

●新たに一人暮らし等になられた方の情報 

●援助を要する方の緊急時の連絡先に関する情報 

●災害時の被害状況と援助を要する方の安否 

●病院への入退院、施設への入退所、町外への転出、死去 

 

レクリエーション 

関係物品の貸出し 

 ほのぼの交流会活
動で、使用する遊具
等の貸出しておりま
す。 

●ミ ニ ボ ー リ ン グ 

●輪 投 げ 

●グラウンド・ゴルフ 

●ス カ ッ ト ボ ー ル 

●ビ ン ゴ ゲ ー ム  

 (ビンゴのカードは準備して 

   いただく必要があります) 

 ご希望の場合は、
事前予約と申請書の
提出が必要ですの
で、まずはご連絡く
ださい。 

◆◆◆具体的な見守り・支援の内容◆◆◆ 

 

 

 

 

生活状況や身体の変化を、町内会長・分館長・民生児童委員・社会福祉協議会へ情報提供します。 

生活状況の把握 
変化がある場合 

近所で会った時など、「お元気ですか？」、「何

か変わったことはありませんか？」等と声掛

けを行い、状況の変化を確認します。 

声 掛 け 

ご自宅への訪問や郵便受けがいっぱいになっ

ていないか、夜に家の電気がついているか等の

間接的な見守りを行います。 

見 守 り 

変化がある場合 

地域の皆様と問題について考え、対応していきます。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 30年 1月 1日 (5)第 27号 社 協 だ よ り 

地域福祉活動報告  支 え い
4 

あ 
 

子ども福祉体験スクール 2017 

 

７

月
25

日 (

火)

・
26

日 

(

水)

の
2

日
間
に
わ
た
り
、
子
ど

も
福
祉
体
験
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し

ま
し
た
。
県
視
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー
や
盲
導
犬
と
ユ
ー
ザ
ー
の
ご

協
力
に
よ
り
「
視
覚
障
が
い
」
を
テ

ー
マ
に
開
催
し
、
小
学
生
・
中
学

生
・
高
校
生
12

名
が
参
加
し
ま
し

た
。
1

日
目
の
県
視
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
視
覚
障
が
い
に

つ
い
て
の
講
義
の
後
、
障
が
い
を
支

え
る
グ
ッ
ズ
や
、
点
字
図
書
の
作
成

の
過
程
の
見
学
、
点
字
の
体
験
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
２
日
目
は
、
盲
導

犬
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
お
話
を
聞
き
、

「
手
引
き
」
と
言
わ
れ
る
誘
導
方
法

を
体
験
し
ま
し
た
。
盲
導
犬
に
な
る

ま
で
の
過
程
や
、
社
会
の
盲
導
犬
の

受
入
の
実
際
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

盲
導
犬
や
グ
ッ
ズ
に
よ
り
、
思
っ
た

以
上
に
で
き
る
こ
と
が
多
い
こ
と

に
驚
き
、
そ
の
中
で
、
で
き
る
こ
と

は
何
か
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。 「手引き」は思うように誘導できませんでした 

七戸建築連合組合「住宅感謝デー」 

 

10

月
29

日(

日)

、
イ
ベ
ン

ト
広
場
に
お
い
て
、
七
戸
建
築
連

合
組
合
主
催
の
「
住
宅
感
謝
デ

ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
組
合

員
の
方

14

名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
包
丁
な
ど
の
刃
物
研

ぎ
や
、
ま
な
板
の
削
り
直
し
、
ま

な
板
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
雨
が
降
る
悪
天
候
の
中
、

83

名
の
方
が
ご
来
場
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
「
毎
年
、
こ
の
機
会

を
待
っ
て
い
る
」
と
い
う
声
が
あ

っ
た
り
、
七
戸
町
外
か
ら
、
研
い

で
も
ら
い
に
来
て
い
る
と
い
う

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
組

合
員
の
皆
さ
ん
は
、
寒
い
中
で
も

毎
年
、
張
り
切
っ
て
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
住
宅
感

謝
デ
ー
の
益
金
の
一
部
は
、
本
会

へ
ご
寄
付
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
、
七
戸
建
築
連
合
組
合
の
皆
さ

ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

ドラム缶いっぱいのプルタブ 

地 域 力 の 

福祉安心電話サービス関係研修会 

 

11

月

20

日 
(

月)

、
七
戸

中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
平
成

29

年
度
福
祉
安
心
電
話
サ
ー

ビ
ス
関
係
者
研
修
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
福
祉
安
心
電
話
サ

ー
ビ
ス
は
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

の
方
な
ど
が
、
体
調
の
急
変
時
な

ど
に
専
用
端
末
機
で
通
報
し
、
地

域
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
員
に
よ
り
、
救
急
車
を
呼
ぶ
な

ど
の
対
応
を
す
る
支
え
合
い
の

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
研
修
会
へ
は
、

協
力
員
、
民
生
委
員
44

名
が
ご

参
加
く
だ
さ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
説

明
の
後
、
中
部
上
北
広
域
事
業
組

合 

中
央
消
防
署
の
署
員
よ
る

「
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
の
救

急
法
、
応
急
手
当
」
と
題
し
、
講

習
を
行
い
ま
し
た
。
不
安
だ
が
、

協
力
員
と
し
て
で
き
る
こ
と
を

し
た
い
と
い
う
声
や
、
定
期
的
に

実
施
し
て
欲
し
い
と
い
う
声
が

あ
り
ま
し
た
。 

心肺蘇生法・ＡＥＤ使用の様子 

雨が降る中の活動になりました 

 

田
村
力
一
さ
ん(

上
屋
田)

は
、

地
域
の
環
境
美
化
活
動
を
行
い
な

が
ら
空
き
缶
を
集
め
て
お
り
、

11

月
30

日
（
木
）、
５
年
か
け

て
た
め
た
ド
ラ
ム
缶
い
っ
ぱ
い
の

プ
ル
タ
ブ
72

㎏
を
寄
贈
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

田
村
さ
ん
は
、
平
成

23

年

11

月
に
も
プ
ル
タ
ブ
を
68

㎏

を
寄
贈
く
だ
さ
っ
て
お
り
、「
集
ま

り
が
あ
る
と
、
空
き
缶
を
分
け
て

貰
い
、
プ
ル
タ
ブ
を
集
め
て
い
ま

す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
ゆ
う
ず
ら
ん
ど
に
来
る

お
客
様
も
、
プ
ル
タ
ブ
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
こ
ま
め
に

届
け
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。 

 

い
た
だ
い
た
プ
ル
タ
ブ
は
、
本

会
の
地
域
福
祉
事
業
へ
充
て
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

収集ボランティア プルタブの寄贈ありがとうございました 

向町町内会 雑巾の寄贈ありがとうございました 

 

12

月
11

日
（
月
）
、
向
町

町
内
会 

山
本
順
治
会
長 

と 

ほ

の
ぼ
の
交
流
協
力
員 

小
舘
た
ま 

さ
ん
が
、
城
南
小
学
校
を
訪
れ
、

雑
巾
250

枚
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

同
町
内
会
で
は
、
地
域
の
要
援
護

者
と
の
「
ほ
の
ぼ
の
交
流
会
活

動
」
で
町
内
の
学
校
へ
寄
贈
す
る

た
め
の
雑
巾
づ
く
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

 

山
本
会
長
は
、
「
今
回
は
、
他

の
町
内
か
ら
も
応
援
に
来
て
く

れ
て
、
寄
贈
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
役
に

立
て
る
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
、
城
南
小
学
校 

総

務
委
員
長 

小
田
沙
弥
加(

さ
や

か)

さ
ん
、
同
副
委
員
長 

三
上
珀

詠(

は
く
え
い)

く
ん
に
雑
巾
を

渡
し
ま
し
た
。 

 

学校を綺麗にしてくださいね 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                           

 

※本 誌 は 、 皆 様 か ら の 社 協 会 費 に よ り 作 成 し て い ま す 

２０１7 年も皆様のご理解とご協力によりまして、活動することが出来ました。  

ご紹介した事業は、皆様からの社協会費や寄付金により実施させていただいております。 

 

平成 30年 1月 1日(6) 第 27 号 社 協 だ よ り 

 次の方々から、心温まるご寄付をいただきました。皆様の善意を大切に地域福祉の推進のため、活用させていただきます。 

 
 

 
 

 
 

 

委
員
長 

横 

手 

幸 

年 

委
員 

向
中
野 

幸 

八 

 
 

 
 

 
 

 

副
委
員
長 

藤 

賀 

慶 

二 

委
員 

川 

村 

リ
チ
ヱ 

【編集】 

広 報 

委員会 

  11月 30日 天間林押し花愛好会 様    12月 5日 玉 勝 温 泉 様 
  12月 11日 七戸町赤十字奉仕団七戸分団  様                （東 北 町） 
 

 

 

 
 
 
 
  

募 集 人 員 ２  名 募集受付期間 平成３０年 1 月 31 日まで 

基 本 給 

必 要 資 格 

①無資格・介護職員初任者研修修了（旧ヘルパー２級） 月給 130,000 円～ 

②介 護 福 祉 士 月給 140,000 円～ 

③介 護 支 援 専 門 員 月給 160,000 円～ 

※無資格の方については、本会独自の奨学金制度として介護職員初任者研修受講料の貸与制度を利用し(条件 

により返済不要)、介護職員初任者研修を受講していただきます。研修中も給与を支給します。 

昇 給 年 1 回 賞 与 年 2.7 ヶ月 通勤手当 最大 月 10,000 円 

退 職 金 有り  ※ 支給例：基本給 140,000 円スタート 15 年勤務で約 300 万円支給 

業 務 内 容 在宅高齢者及び障害者の訪問介護業務 ※女性求人(均等法適用除外 入浴介助あり) 

勤 務 時 間 午前 8 時～午後 5 時 ※その他シフト制により早出、遅出があります。夜勤はありません。 

有 給 休 暇 
①年次有給休暇 10～20 日(毎年付与) ※残日数は次年度に繰越します (上限２０日) 

②結婚休暇 5 日   ③服喪休暇 最大 10 日 

提 出 書 類 履歴書・資格証明書の写し 採 用 試 験 
後日連絡します 

※ゆうずらんど内七戸町社会福祉協議会で面接を行います。 

問 合 せ 先 電話 0176-62-6790 担当：西野 
 
  ※時給制によるパート職員も随時募集しておりますので、お気軽にお問い合わせください。 

高齢者・障害者を支える介護職員として、私たちと一緒に働きませんか？ 

皆 様 か ら の 善 意 の ご 寄 付 大 切 に 使 わ せ て い た だ き ま す 

急 募 ! ! 在 宅 サ ー ビ ス に 従 事 す る 正 職 員 を 募 集 し て い ま す 
 


